
見学会報告

大河津分水と弥彦・角田山塊の見学会報告

柿崎竹男＊

　新潟応用地質研究会結成30周年記念の見学会は下記のような内容で、日本技術土会北陸支

部・同応用理学部会および山形応用地質研究会と合同のもとに会員53名の参加を得て実施さ

れました。

　1．　日　　　程

　　　9月5日　（土曜日）

　　　　新潟駅→（シーサイドライソ）→（弥彦山スカイライン）→弥彦山頂→大河津資料

　　　館→分水河ロ（地すべ地および寺泊層模式地見学）→寺泊温泉

　　　9月6日　（日曜日）

　　　　寺泊温泉→間瀬海岸→出雲崎石油資料館→（シーサイドライン）→新潟駅

　2．見学内容

　　　見学会の内容については当研究会の川島副幹事長が案内状の中で非常にクリアに述べ

　　ておりますのでそのまま掲載します。

【大河津分水、その歴史と構造】

　信濃川は新潟県の母なる川として多大の潤いをもたらしています。しかし、今から60年前

までは毎年のように洪水が発生し、流域の人々の生活を根底からくつがえして来ました。明

治3年、時の政府は100万両の予算で工事を開始しましたが、信濃川本流の埋没を恐れ工事

を中止してしまいました。

　明治29年と38年、大洪水が発生し、平野は水浸しとなり、県の予算の1年分を上回る被害

が発生、ついに明治40年、内務省による分水工事が開始されました。

　雪どけの出水、台風、地すべり、昭和2年の可動堰の陥没、そして60年後の今、平成の大

改修が行われようとしております。この機械にぜひ分水を見学し60年前に思いを巡らすと同

時に分水の将来を考えてみましょう。

＊　行事担当幹事
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【弥彦・角田山塊と間瀬海岸の地質】

　新潟平野の西端、弥彦角田の山塊は越後の代表的な示標となっています。この山塊がどう

してここにあるのでしょうか？

　この山塊は新潟平野を海から守る防波堤となっています。そして美しい海岸の景観は多く

の人々に親しまれています・しかし・この自然を守るため、山影には土石流や落石対策、波

打際には侵食防止の施設が多くあります。また、間瀬海岸には天然記念物である枕状溶岩や

日本でここが一番と言われる沸石の結晶があります．スカイライン、シーサイドラインを通

して巡検コースに選びました。

3．見学会の記録

　　次に見学会の記録を報告します。

　◎9月5日

　　　（12時30分）大型バスで新潟駅を出発する。途中、新潟大学に寄り、同大学災害研の

　糎3名と山形応用地質研究会のメン・ミーを乗せバスはシーサイドラインを融して弥

　彦山山頂に向かった。

　　見学会の最初に噸から新潟平野・野積そして間瀬海岸周辺部を一望していただいた．

　弥彦山を最初の地点に選んだのは新潟平野の形成史と弥彦・角田山塊の因果関係そして

大河齢水の必要性を立証する上で髄の場所であったからです．昨日までの罷は峠

を越え気温は申し分なかったのですが・曇天のため癖～矢代田～東山丘陵はやや霞ん

で見えました・しかし・平坦すぎる程平坦な新潟の穀飽帯は鉛色の雲の中で詮色↓こ

　映えていました。

　　弥彦山スカイラインの途上・かってこの道路の建設に新潟県土木部の若手技儲とし

て篠していた山岸幹報が当時の状況を感慨ぶかげに説肌ていました．

　　（3時3°分）大河津資料館に到着・鈴木館長は見学を大雑んでく批のですが体調

　が悪く、発声できないため説明は省略して大型ビデオスクリーンを見ることになりまし

た・大河津分水の堀削工事は19・9年（明治42年）に始まり、当時としては東洋＿の規模

でした・この工事も途中3度にわ剖地すべり災害醗生したこと昭和2年齢水路

側の自擁剛床洗掘により陥没し破壊したため信濃川の水がすべて分水路セこ流れこみ

大混乱になったことなど完成までには幾多の困難がありました。

　　ビデ榛了後・資料館の趾に行き周辺の力鍛の艶を一望した．これらの施設も時

代とともに老朽化繊み将来の姿を再検討されている（酬惨照）。

　　（4時30分）大河津分水河口の野積橋左岸側から対岸の地すべり地を見学する。大正



4年、8年、13年の3度にわたり地すべりが発生した場所である。地すべりの防止工事

が今日のように理論化されたのは最近のわずか30年間である。当時の土木担当者が困惑

し受けたダメージは、昭和39年の新潟地震にも匹敵すると言うのは過言であろうか。

　野積橋付近の寺泊層は泥勝ち砂泥互層からなる。本層中にはかなづちに良く似た形の

r玄能力』が産すると言うので河川敷に降り懸命に探しましたが、探し当てた方はほと

んどいなかったようです。10年程前までは無数に露出していたのですが、その後の河床

の変化カミ不明の原因と考えられます。

宿泊は寺泊温泉北

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ないと言う。お陰で

　　　　P1　大河津分水河ロで寺泊層を　観察する参加者　　　　　心底疲れました。

◎9月6日（日曜日）

　（9時）間瀬海岸にて茅原先生と合流する。見学地を説明するためにタクシーで駆け

つけてくれたのである。弥彦山・角田山塊の地質の研究は非常に古い。茅原先生は当地

の知見を代表する第一人者である。

　見学コースは間瀬港から北側の約1．4㎞区間である。周辺部は大部分全面露頭であり、

地質学の見学地としては最高に適している。玄武岩類が主として分布しており、その産

状には溶岩流（沈状溶岩）、水中破砕岩そして岩脈等がみられる。「国の天然記念物であ

る沈状溶岩は触ってもよいがハンマーで叩かないように」という注意があった。全国的

にも貴重な自然の財産を今以上に損わないよう心配りを示しながら茅原先生は熱弁を振

るってくださった。しかし、農業用灌がい排水トンネルがこの地区に計画されており将

来一部消滅する可能性が強いと言うことである。
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　また、間

瀬海岸は多

美晶が産す　　．…　　　　　←　・一　・パ管
9’

C．、

ｯ　・ミ導’菖。
　　　　　　　　　　，．．＝・　　　「

沸礁は、2、．　　繊・　　虻・・噂べ識
．，．特。臨』迂：ご1．…．．『．＿ご三．、ご窯』

日本ではじ　　P、間瀬騨にて辮をふるう茅原先生（胡は山岸箒長）

めて当地に

おいて、エリオン沸石が見つかったと言うことである。

　昨今、火山噴火或いは火山災害のニュースがマスコミを毎日のようににぎわしている。

今回見学した間瀬海岸の火山岩および火岩の産状を過去の産物として受けとめるのでな

く国内外で現実に起きている火山活動と一体化してとらえる感性を養うことが重要と考

えられる。

　（午後）昼食後出雲崎町の石油記念館を見学した。国内においてはじめて機械掘削に

成功したのが当地尼瀬海岸で1890年（明治23年）のことである。途中寺泊魚市場で休憩

時間を設け再びシーサイドラインを経由して新潟に戻った。

　今回の30周年記念見学会が盛況のもとに無事終了できたのは偏えに参加していただい

た方々の熱意によるものと確信致しております。また、建設省大河津資料館の鈴木館長

からは多大な御協力を得ました。書面を借りて御礼申し上げます。

種類あると　　　　　　：　　　’．，二，・・　’ぺ一　　　〔　　　．　　　＾こ：i．当

大河津分水と弥彦・角田山塊の見学会報告資料

　資料1　大河津分水の沿革について

　資料2　大河津分水の地すべり

　資料3　川をつくる今昔一新潟平野の放水路群一

　資料4　寺泊層中の玄能石

　資料5　新潟県弥彦山・角田山周辺の地質
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大河津分水の沿革について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建設省大河津資料館

　信濃川は、流域面積1万1千9百平方キロメート　　　泊町字須走の海まで約10キロメートルを開削して新

ル、幹川流路延長367キロメートルの我国屈指の大　　　しい水路を造るもので、その川巾は分流点の呑口

河川である。信濃川の流量は、流域に多雨豪雪地帯　　　730メートル、河ロの吐口180メートルである。水路

を抱えているため豊富であり、その膨大なエネル　　　の開削には当時の最新型の掘削機や蒸気機関車など

ギーが水力発電に利用され、広大な越後平野の水田　　　の機械力を導入し、その土量は2，880万立方メー・．ト

を潤し、また、生活用水や工業用水として使用され、　　ルにもおよんでいる。主な施設として分流点の本川

流域住民に多大な恵みを与え続けている。一方、ひ　　　側にかんがい用水・生活用水など必要な水量を流し、

と度洪水になり氾濫すれば、田畑はもとより町や村　　　洪水時には流水を遮断して、越後平野を洪水から守

を没し、濁流は尊い生命や財産を奪い、その惨状は　　　るため洗堰をを設置し、また、舟運の便を計るため

筆舌につくせぬものがあった。　　　　　　　　　　　間門も設置した。分水路側には、本川下流への必要

　大河津分水の歴史は、享保年間（西暦1，716年～　　　水量を越える水を直接海へ流すため、自在堰と固定

L735年）寺泊の住人で木間数右衛門と河井某が、　　　堰を設置した。

大河津から寺泊の海まで新しい水路を開削して信濃　　　　近代技術の粋を集めたこの東洋一の大工事は、大

lllの水を直接日本海に流し、越後平野を水害から守　　　正11年（西暦L922年）8月に始めて分水路に通水

る計画を徳川幕府に請願したことが始めとされてい　　　し、大正13年に竣功した．実に15年間におよぶ長期

る．その後も多くの人達が出願したが、工事の難し　　の工事であった。

さや反対意見もあるなどの理由で実現にはいたらな　　　　ところが、昭和2年（西暦1，927年）6月、分水路

かった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　側の自在堰が河床洗掘により突然陥没破壊し、水位

　明治元年（西暦1，866年）5月、信濃川は末曽有の　　　調節の機能を失った。このため、信濃川の水はすべ

↓ミ洪水に襲われ、越後平野のいたるところで氾濫し　　　て分水路に流れ込み、新潟方面への水が断たれ大混

大災害をもたらした。このため、関係者の熱心な要　　　乱となる事態が発生した。この対策として、たばち

請によって、明治2年5月着工されることになった。　　に、自在堰上流に締切工事を行い、本川側への流下

しかし、治水計画の総合的な見直しにより明治8年　　　を可能とした。これに引き続いて、抜本的な補修工

廃止された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事が着工された。自在堰の代替施設としては、これ

　その後、明治29年（西暦L896年）7月の洪水によ　　　より100メートル上流に可動堰を設置す蚤とともに、

り信濃川の各所で氾濫し、横田村での破堤を始め古　　　新たに河床安定を計るため、分水路へ床固2ケ所、

志郡・三島郡・南蒲原郡・中蒲原郡・西蒲原郡の被　　　床留4ケ所を設け、昭和6年6月に一連の工事が完

害は甚大であった。この洪水は現在でも、「横田切　　　成した。

れ」洪水としてその惨状が伝えられている。これが　　　　その後、昭和16年に信濃川の改修計画の見直しに

契機となって、再び大河津分水工事の議論が高まり、　　より、計画高水流量（大河津分水を流下させる洪水

明治42年（西暦1，909年）7月ようやく本格的な着　　　の最大流量）は、当初計画の毎秒5，570立方メート

エとなった．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルから毎秒9，000立方メートルに改訂され、分水路

　この大河津分水路は、信濃川の河ロ新潟港より上　　　においても、これに伴う改修工事や維持工事が施工

流約60キロメートル地点の大河津村宇町軽井から寺　　　された。その主な工事のうち洗堰については、当初

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一45一



壇鋤式クレーンなどで、調つつ端や酷し　川雄を進めている・大礁分水路もこ撤対脈

摘勲て越瀧を緬する方式であったカ・、流　きる改修が瀕となり・さらに・可動駄ど諸施設

量碇に伴い昭和3。年から堰柱のカ・さ上げぽ礎の　の老朽曙しいことカ・ら抜本的雄造が急がれると

補強工事を行ったほか、巻上型式のゲートに改造し　　　ころである。

て昭和33靴完成した，また河動堰も同様に昭和　大榊分水の多大な恩恵を受けている我砿先

4。年にかさ上げ工事を行い同年に完成した．　　人の達見や先輩の偉業を称えると共に分水の重難

一方河。部の第二鯛下流は湘次ぐ洪水で河　蠣識し・1日も早く大改造が実現できるよう努

床が駄二＋数・叶ルも洗掘されたため、種切　力していかなければならなし’・

補強工事を行った．そのなかで、昭綱年1・月に｝ま　　　　離省艘川工螂務所

第二床固より下流15・・一トルの位置に網ケーソ　　　　．　大河津出蜥長

ンによる副麟工事囎手され四和47年に完成し　　　　　　大河顧料願

た．さらに、通船用の聞門は老朽化が進んだため、

昭和45年にこれまでの観音開き型式を巻上型式に改

め、隣接する箇所に新設した。

　このほか、大河津分水路に直接かふわりのある中

小河川の中で、派川の西川においてはかんがい用水

が渇水時でも安定取水できるように揚水機場を新設

し、支川の島崎川及び柳場川においては、洪水時の

逆流防止と内水排除を目的とした排水機場を新設し

た。さらに、情報システムの高度化により、昭和48

年にコンピュータを導入し洗堰のゲートを自動的に

制御できるように操作機器を改良した。大河津分水

は通水以来半世紀を越えるなかで、昭和56年8月、

昭和57年9月、昭和58年9月と連続して発生した記

録的な洪水を始めとする数多くの洪水を処理し、越

後平野を守るという大きな役割を果してきた。

　越後平野は、信濃川、阿賀野川などの河川によっ

て造られた沖積平野で下流地域には水害を受けやす

い低湿地が多かった．大河津分水の完成により、河

川のはんらんが殆んどなくなり、親松排水機揚など

により、内水排除が可能となり．低地でも水による

被害を受けることがなくなった。近年、この低地に

商工業団地や住宅団地が、急ピッチで造成されてい

る．大河津分水がなかったならば、新潟市など下流

部一帯の発展はなかったと言っても過言ではない・　　　　　　　　　　　　　’

　建設省では．きらに、信濃川の安全度の向上を図

るたあ、計画高水流量を昭和49年に毎秒9．000立方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

メーチルから毎秒1LOOO立方メートルに改訂し・河

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一46一



建設省大河津資料館
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大昔、越後平野は大きな入り江でした。そこ

へ、信濃川や阿賀野川が上流から土砂を運ん

できて、今の平野ができたのです。
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大河津分水のあゆみ

　　　　　大珂津分水ができてからは、低坦
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年代　　　できごと　　　年代　　　で・ごと
「蹴・瓢‖漂弓らか大河浬棚1日9δ（明治29）惣叢認謬票：㌫・　』

｜757｛宝歴7）大辣が趣た・　　　　　　　　のの運勤は一層高ま父。

㍑瓢《㌫瓢欝した゜　［蜘4°㌍1痢嚇工・・行うこと禰
1田9｛”2い ^叉ら竺分水工⌒1器；㌶灘‡霊蒜1羅、
　　　　　　　分水工畦σなつこと頒った・｛4月｝　192鳩租2）分緯能翻勲てパきな話かて

‖；；㍑㍑霊’議㍊L・蹴輌　1，31、“、，蒜22瓢漂忠漂蒜

・・5・〃・・舞㌔。甲埠　　　　㌶5瓢擬漂き・ご
1B76〔”9）1呂濯川溺鄭§鞠ヱ手した・　　1973（〃4B）第二嗣副艇顯。
1田1（劔 F；騨ご㌫》㌫漂跳；！㍑蹴出＿＿、。肺を
　　　　　　　畿㌫㌶：晶。傭．政麟㍑1は！のとする『・・・…

　　　　　　　府に大河i皇分水路工事を再ひ始のるよう

　　　　　　　に泓きかけていた。

工事の記録………分水路はこう．して堀られた明治42年7月5日～昭和6年6月20日

．　　　　　　　　　　『蘂。

バ　　　　　　　　　　　　　　　　　　或　　　　　　　　　こ　　　　　　　　　　　　　　・
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新しい時代に’3・さわしい、大河津分水とは一。

　それは、まさに歴史的な出来事。工事の本格的な着手から

13年目の大正11年8月25日午前5時40分、多くの人々の見守

る中、大河津分水は通水しました。以来、今日に至るまで持

てる力を精一杯発揮し、幾度となく洪水から生命や財産を守

ってくれました。

　しかし大河津分水も、完成後半世紀以上も経過し特に昭和

56年以降の連続する大洪水では、いくつかの弱点が明らかに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か　ニうなりました。その一つは鉄筋コンクリートでできている可動

最や洗罎の老朽花です。同じ時期につくられた全国の河川の

堰や水門は、そのほとんどが造り変えられています。

　二つめは洪水を流す能力の不足です。昭和57年9月の洪水

防からあふれる寸前となりました。

　これは、信濃川上流部の河川改修

などにより、洪水が途中であふれる

ことなく、大河津分水に集中するこ

とも原因の一つです。

　三つめは、大河津分水の川底が流

水によって削りとられる問題です。

　この現象は特に河口部の第二床固

の下流部で著しくなっています。そ

の対策として昭和48年には副堰堤を

造ったり、堀れた箇所にブロックを

投入したりしてきましたが、いずれ

も決定的な対策とはなっていません。　洗涌右岸取付橋台及び護岸部義永状況

　これらの問題が明らかとなった今、

越後平野のさらなる発展のためにも

新しい時代にふさわしい、大河津分

水の将来の姿を考える時期にきてい

ると言えます。
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巨］　大河紛水の地すべり

建設省土木研究所　昭和38年3月

「新信濃川地すべり調査報告書」より

凡　例



　　　　　　　　　　　3．3　川をつくる今昔

　　　　　　　　　　一新潟平野の放水路群一

3．3Case　H三stories　of　Arti6c三al　Rivers－Flood　Ways　in　Niigata　Plain一

大熊　　孝（おおくまたかし）

　　新潟大学教授　工学部建設学科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　流しており，かつ，紫雲寺潟を経て北の胎内川にも
　1・　はじめに　　　　　　　　　　　　　　　連絡していた。さらに，その胎内川は荒川に合流し

　新潟平野は，東側の魚沼丘陵と西側の東頭城丘陵　　ていたのである。

が隆起し，平野中央部が沈降するところに，氷河期　　　しかし，現在では，この平野に放水路が多数造ら

の海面低下や縄文時代の海面上昇と海岸に沿う砂丘　　れ，約100kmの海岸線の問に15の河口をもつよう

列の発達等が相まって，ほとんどが淡水性の潟湖に　　になっている。さらに現在，3本の放水路が工事中

信濃川や阿賀野川の土砂が流入・堆積して，形成さ　　で，これが完成すると18の河口を持つことになる

れた平野である，それゆえに，排水不良の強低湿地　　（図一1参照）。まさに，新潟平野は「川は造られた

帯であり，かっ毎年のように洪水に襲われてきた。　　り」という感がするのである。現在，これらの放水

　地質学的見地からみれば，平野形成の主因である　　路群によって洪水防御と低湿地の排水が徹底して行

信濃川，阿賀野川はまさに「母なる川」といいうる。　われ，新潟平野は日本の穀倉地帯となった。そこで，

だが，水害に悩まされてきた農民にとっては，地質　　別稿の「新潟平野の治水」と重複するところが若キ

学的見地などは無緑なわけで，信濃川，阿賀野川が　　あるかも知れないが，これらの放水路のなかで特に

なぜ「母なる川」であったのであろうか？　おそら　　「川づくり」ということで意義深いものを二・三み

く，河川は交通路であり，鮭などの食料源でもあり，　ることにしよう。

；；1二嶽纏㌶二；：隠：㌶2阿賀野川堀割

る」ものであったに違いない。　　　　　　　　　　　阿賀野川堀割は，新潟平野の放水路群の中で最初

　新潟平野の農民たちが「母なる川」にどれほど感　　に掘られた放水路であり，徳川吉宗の新田開発政策

謝していたかは，今となってははかり知れないけれ　　の一環として実施された紫雲寺潟干拓に関連して開

ど．直接的な生産をしない警女や良寛，木喰上人な　　削されたものである（図一2参照）。干拓のために

どを育んだ「心やさしい文化」を形成してきた過程　　紫雲寺潟に流れこむ加治川の支流境川を締め切リ，

に，それをうかがい知ることができる。また，「越　　その結果水量の増える加治川の排水を図るため・加

後川」と呼ばずに，信濃という他国の名前をつけた　　治川が注ぎこむ阿賀野川に堀割を開削することにな

まま，川の恵みと害とを受け入れてきたところにも，　ったのである。だが，この堀割開削に，新潟湊の関

「心のやさしさ」を感じずにはいられない。　　　　　係者は猛烈な反対運動を起こした。阿賀野川が直接

　さて，この平野の開発が本格化するのは近世初頭　　海に流れこむようになれば，信濃川の河口が浅くな

からであるが，その頃の新潟平野には河ロが北の荒　　り新潟湊の死活問題になるという理由であった。

川と信漫川の二つしかなかった。信濃川と阿賀野川　　　この矛盾を解決した技術が，堀割呑み口に設けら

は，その河口付近で一時的に離れることもあったけ　　れた堰である。その堰の構造概要は図一3のごとく

れども，基本的には合流しており，一つの河川と考　　であり，定杭で高さを定め，蛇かごや杭で固めたも

えてさしつかえない。また，加治川は阿賀野州に合　　のであった。この堰によって，阿賀野川の水を平常

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一50一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑬躰川｛明治6年）：畠崎川の排永のため開削　　　　　　　　．庄　3匡」11　胎内川放水路｛明治21年完成）：荒｝IIとの分崖⑨酬享賑）・緯研拓に伴・欄眺醐（矩9年）、⑪と同じ理由棚　①鶴．

③加治川放永路伏正2年完成｝　　　　　　　⑮新尭田ll倣オ識に事中）　　　　　　　　　竃

④新井郷川放水路（昭和9ギ完劇　　　．　　　⑮領頗放水路に1陣）　　　　　　　　．磯・胎内tl
⑤松ヶ崎放水路惇保16年｝：加治川の悪水吐として幅　⑰風殴遣（御新田放水路X郵中）　　　②・・’i・：

　30間で醐したものが、看代洪水で円賀野川の本　　　　　　　　③㌘：涜
　流化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．’”◆．∴：’

⑥醒分綱癖通水）　　　　　　　　⑯唾，螢・臨籍
⑦藝麟鵠繍：酬雄の醐　　　　⑤④、違．加沽

　　　　　　　　⑰ピ．　迫　ぜダ・出、

畑漸水五＋　　　　ε含　砂丘

図一1　新潟平野の河川と放水路

時は全量新潟河口に流し，洪水時は堰を越えて直接　　水で堰は破壊され・幅が約270mに拡大し・堀割が

日本海に放流すること，すなわち流水のコントロー　　阿賀野川の本流と化してしまったのである。これを

ルが可能になるわけである。さらに，新潟湊の商権　　再び元に復することは・阿賀野川の豊富な流量のた

を害さないよう，堀割には湊を設けないという条件　　め不可能なことであり・新潟湊はこれ以降土砂堆積

もつけられ，享保15（1730）年に開削された。工事　　による水深不足に悩むことになった。

は幕府の監督の下に，新発田藩が実施し，堀割の全　　　だが，一方でこの堀割の本流化は・阿賀野川沿川

長は約690m，平均幅約54mであった。　　　　　　　地域の水害を減少させ・低湿地の干陸化をもたらし

　しかし，この程度の堰構造では阿賀野川の大流量　　た。例えば，福島潟周辺や島見潟が干し上がり・こ

に抗し切れるはずはなかった。享保16年の雪しろ洪　　れ以後干拓が進められたのである。この水害の減少
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．」 @　蚕』『㌣’．、　　・sD’・一一、　．二、・一冶　　　’〉’ぐ㌘・≒n”∵→む　9

罐灘難i縫羅芝鴛灘　繋・欝灘灘鱗黛

　　　　・c、・…こ慰ニー：＾三繋撚・；．・蘇鶯’i

　　．．＿＿．．∵一＿捲⊇蛮・、，’　　　　エ＿≡，　　　　覗

　　　　　　　　　　　　　　出典：図設「新潟市史』1989年9月，P．　U．

図一2　阿賀野川堀割位置図（1729年）

　　　　　　　　二壌灘叢議i懲竺㌶1；購麗

　　　　　　　1噛1岡設噺潟市史』198昨g月1抗軋　　排除し，底樋を伏せ込むもので，原理的には現在と

　　　図一3　阿賀野川堀割定杭堰（1730，F）　　　　　変わるものではないが，地下水排除に多数の人力水

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一52一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　〉’溺…”‘プブ謝“離ご可☆：・・”i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出兵こ国設「析潟市史」19δ9苧9月．P，担．

　　　　　　　　図一4　新川開削前の西蒲原の］特況

車が使用されているところがおもしろい。この堀割　　線の測量や，明治3（1870）年から明治5年の工事

は全長約5km，幅約18mであり，文政3（1820）　　着手など，尖現への具体的な動きがみられた。この

年1月に完成した。明治初期に，ここを訪ねたオラ　　明治初期の工事は，朝廷御下賜全40万両，全国国役

ンダ人御雇工師J．A．リンドウはこの立体交差を　　金15万両，地元負担金45万両，計100万両で着工さ

日本の巧みな技術の一例として絶賛している。　　　　れた。しかし，妖怪丁揚と呼ばれる地すべリや分水

・大瀬分水・自在堰・陥・　　蒜㌘：難三㌻驚二嘉㌶1戊：

　大河津分水は，三島郡大河津村（現寺泊町）から　　ドウの分水反対意見によって，明治8年正式に工事

寺泊町に至る約10kmの信濃川の放水路で，明治40　廃止命令が出された。その後も分水工事の詰願が続

（1907）年～昭和2（1927）年の信濃川改良工事に　　き，明治29年，30：Fの大水害により一層分水工事の

おいて完成された。　　　　　　　　　　　　　　必要性が再燃し，明治40年帝国議会で議決され，明

　この大河津分水の構想も，阿賀野川堀割の本流化　　治42年から着工の運びとなった。

の直後に，寺泊の本間屋数右衛門と河合某によって　　　この実現までの長い経緯は，分水に伴う地域間対

幕府に開削が出願されたことに端を発するものであ　　立などの諸矛盾を止揚してきた歴史であり．分水実

り’その完成までに約200年という長い歳月を要し　　現への重要な前段階であったが，その諸矛盾の最終

た。この間には二代目本間屋数右衛門の尽力とその　　的な解決に主役を演じたのは，土工に関する大型機

没落という悲話をはさみながら，各地からの開削要　　械力，大規模な堰・水門の構造物，ポンプなどの近

望のもとに，天保13（1＆12）年の幕府による分水路　　代的技術手段であった。分水路開削工事の主体は第
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典：図設「新潟市史」1989年9月，R46．

図一5　新川底樋状せ替え工事図．百川を付け替え，54台の人力水車で排水を行い，底樋を伏せ込んでいる。

三紀肩の丘陵開削にあり，3度の大地すべりなどで　　おらず，河床低下により自在堰上下流の水位差が極

大きな手戻りもあったが，その掘削土量は約2820　端になり，基礎の砂が吸い出されたことにあった。

万ξn3にのぼった。これは江戸時代からみれば天文　　確かに，近代技術もこのようにいまだ未成熟であっ

学的数量であり，大型権械力なくして実現不可能で　　たが，いち早く応急工事を施し，昭和6（1931）年

あった。また．分水路分岐点には旧信濃川に洗堰と　　には現在の可動堰（写真一1参照）を含む補修工事

閉門，分水路には自在堰と固定堰が設けられ，平常　　を完成させた。破壊した信濃川を元に復するだけの

時と洪水時に水を自由にゴントロールすることを可　　技術の発展段階には達していたのである。仮に，江

能にした。ユニ事は，大正11（1922）年8月には通水　　戸時代や明治初期に大河津分永路の開削に成功して

し，昭和2（1927）年付帯工事を含め完成した。　　　いたら，阿賀野川堀割と同じように本流をもとに戻

　ところが，この竣主の喜びも束の間，昭和2年6　すことができず，新潟平野は枯渇し，新潟平野の開

月24日．自在堰の第6号から第8号にかけてのピァ　　発は一層停滞したものと考えられる。

一が陥没し，永量調節機能を失い，信濃川の全流量
が妹路に流下しぼ堰から下流のf言濃川一の通水　5・おわりに

が途絶するという事件が発生した。このため，農業　　　以上，簡単に新潟平野の放水路をみてきたわけで

用水．水道用水は枯渇し，舟運も不能となり，被害　　あるが，阿賀野川堀割の本流化や大河津分水自在堰

は笹大なものとなった。大河津分水工事は，東洋一　　の陥没をみるにつけ，技術の発展段階に応じた「川

の大工事として当時の土木技術の粋を集めて建設し　　づくり」の重要性を痛感する次第である。

ただけに，その破壊は深い衝撃を与えた。江戸時代　　　ところで最後に，今の新潟平野は写真一2のよう

の阿賀野川堀割本流化と同じ事件が発生してしまっ　　に完全に乾1ヨ化され，トラクターは沈むこともなく，

たのである。原因は，分水路に床固めが設けられて　　農業用水と排水は分離され，完全に水を自由にコン
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　　写真一1蜘津分水路と可繊（撮影・大熊）・　　顎一2勉噺評駒状況（批．大熊）。
昭和6°年7 ｱ水？ほほ’一ク嚇」・堤防が洪水氾濫　乾副ヒ鉱広大な新評野は麟栢雌的に鯉
㌫；盧舞二麗遠望される山が弥彦　され…木も・とん・見・・・・・・…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うことでほとんど切られてしまい，烏が休むところ
トロールできる段階に達している。これは，大河津　　がないほど広い水田地帯となってしまった。それは

分水という基盤整備があって初めて可能になったも　　稲の生産を飛躍的に増大させてきたが，一方で減反

のであり，新潟平野を毅倉地帯に作り替えることは．　政策を行わざるをえない矛盾にも陥つている。今で

新潟平野の農民のみならず日本国民の悲頴であった　　は，地球環境の在リ方から，身近な自然の在り方ま

といって良いであろう・しかし’その新潟平野は今で瀦される時代になって・・るが，稲．り確しか詐

では，稲作単一機能の面白みのない平野になってし　　さないような平野の在り方も再考されねばならない

まったといって過言でない状況にある。例えば．用　　ように思われる。今後，大河津分水路のような治水

水路も排水路もコンクリートの三面張りか銅矢板護　　上重要不可欠な水路は別として，平野内の小河川，

岸姓物の接みようのない川となリ，・・1・鮒鋤し小水路は醸生物が接み得るように造リなおす必要

かの川・と呼ばれた状況からは1まど遠い段階に来て　があるのではな・・かと考えている。「川つくリ、も

しまった。また．圃揚自体も大規模化し，稲の乾燥　　時代とともに変化していくべきであろう。そして，

機の発猷どにより・かつ噺潟平野の風物詩とい・心やさい・文1ヒ、をもう一度新潟平野に手槻した

われた稲を乾燥させる「はさ木」も日陰になるとい　　いものである。
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匡三コ　　日本地質学会第89年学術大会準備委員会・1982

　　　　　　　　　　　　　；新潟の地質PP128－129

IV　寺泊層中の玄能石

1．地　　質
　玄能石を産する信濃川大河津分水のルートは，新第三系中新統の寺泊層の模式地とされ

ているところである．今回の見学地点は河ロに近い野積橋の下である・宮下・三梨（1974）

によれば，この地域には北東～南西方向に走る寺泊背斜が存在し・その西翼にあたる野徴

橋付近では，北西に緩傾斜している．大河津分水ルートでは，泥岩優勢砂泥互層からなる

が，Nz凝灰岩とKa凝灰岩の中間層準の砂岩層の多くなる層準付近を境に・下部層と上

部層に二分され，玄能石は上部層の上位に含まれている・

2．玄能石の産状
　玄能石を産する野積橋付近の寺泊層は泥勝ち砂泥互層からなり，走向は北30°～70°束

で，北西に15。～20°で緩傾斜している．砂岩層は厚さ1cm～20　cm程度で・しばしば

平行ラミナがみられる．また，泥岩層は厚さ3cm～50　cm程度で，小鱗片状にパラパラ

と割れる．この泥岩層中には，厚さ5cm前後の薄層やプーディン状．扁平球状の泥灰

岩がみられることがあり，これらは層理面に平行に配列している・

　玄能石は，この泥岩中に限ってみられ，砂岩中にはみられない・大部分，長軸（c軸）

および長径（a軸）を層理面および葉理面に平行にして産するが，なかには長軸（c軸）

がこれらの面に対し30°程度の傾斜を示すこともある・

　渋谷（1977）によれば，日本においては玄能石は糸魚川静岡構造線以※の東日本のみに

産し，また玄能石を胚胎する地層は，漸新統から鮮新統までの海成泥質岩および細粒砂岩

に限られている．しかし，朝鮮元山沖の日本海底からも知られている（新野，1934）・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おカゆ
　新潟県内では，この大河津分水の寺泊層中のほか，米山地域の小菅層（寺泊層に対比さ

れる；米山団体研究グループ，1973）や，安塚町の寺泊層および椎谷層，大島村の西山層

中の泥岩中（五嶋，1978）および火打山層の硬質黒色頁岩中（西田ほか，1974）などから

産することが知られている．

3．玄能石の形態・組織・鉱物組成

　（1）形　　態

　玄能石の長軸（c醐の長さ　　　c
｝よ5・m～2°・m醍のものが　　↑
多く，おおむね両錐状の八面体

をしているが，上下の錐而が連

続しているものも多い．c軸が　　　　　　　　　〆今

わん曲しているものもある．ま　　a4〆

た，なかには双品（とくに貫入

晋㌶鷲：？㌶　↓　　・L已2cm
料について，c軸の交角を測定　　　　第3図　寺泊層中の玄能石，右側は双晶した

したところ．23・および41・で　一56一もの・



あった．表而には（001）面に平行な2～5mm程度　　c／1，

のみぞ状の凹凸（切りこみ）のみられることが多い．　　　10

a軸とc軸の交角（β角）は108°～134°と一定しな　　　9

いが，110°前後のものが多い．α角およびγ角も直角　　　8

でなく・80°前後のものが多い・a／b＝1．1～2．6（22　　　7

個の平均は1・7）・c／b＝2・0～9・4（同5・7）で，全体　　　6

として三斜晶系と思われる対称性を示す（第4図）．　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；，このような形態上の特徴や，双晶状の形態を示すもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・1
のあることから，玄能石は何かの鉱物の仮晶と考えら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りれる・従来，gaylussite（Na2Ca（CO3）2・5H20，単斜　　　”

晶系，β＝101°58’）やglauberite（Na2Ca（SO4）2，単　 2

斜晶系　β＝112°11’）の仮晶との説があるが　いずれ　　　1

も今回の観察とは合わないように思われる．

ご

●

・：・

　8
　：

・●●

．：

●

聞
n＝4

0369工21518　　　c軸　　　　（cm）

　　　，　　　　　　　　 ・　　　　　23・15a／b
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第4図　寺泊産玄能石のa／b－
　（2）組織゜鉱物組成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c／b図およびc軸の長

　玄能石は鏡下ではほとんど方解石よりなり，その組　　　　　　さの分布

織は淡褐色に濁った粒状の結晶と，その間を埋める透

明ρモザイク状の間粒状結晶とからなっており・両者はおおむね同程度の体積を占めてい

る・粒状結晶は・断面では直径0・2mm～1mm程度の円形のものや，長さ0．5mm～

2mm程度の柱状のものがあり・おそらく三次元的には円柱状に近い形態をしているも

のが多いと推定される・これらには・特に円形のものには，同心円状の構造がしばしば観

察される・問粒状結晶は・0・2mm～1mm程度の無色～極淡褐色の透明な方解石で，直

線状の鋭い境界で接するモザイク状の集合体をなしている．そのほか，微量の玉髄がみら

れる・間粒状結晶の中心部には・円形・淡褐色の粒状結晶が残存していることがあり，こ

のような組織から・間粒結晶は粒状結晶を置換しながら，再結晶作用により，より後期に

形成されたものと考えられる．

　なお，X線粉末分析の結果では．方解石と石英（玉髄）のピークが認められた．
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断白大地鉱研兜報告第45｝（西m彰一教授退官記念論文集）、1976

新潟県弥彦山・角田山周辺の地質

白井　健裕＊・津田　禾粒＊＊・茅原　一也＊＊＊・長谷川美行＊＊

ま　え　が　き

　新潟県のほぼ中央，越後平野に独立してそびえたつ弥彦・角田山塊およびその周辺部は．主としてヒ谷層

より西山層にいたる新第三系，および第四系魚沼層群から構成されているが，その中に各匝の熔岩，岩床，

岩脈，火砕岩などを多量に介在することから，従来より新津油田・東山油田などとともに，新潟油田の火山

活動の様相を知る上に好適の地とされてきた．

　本地域の地質に関する研究の歴史は古く，1900｛1…福地信世による短報に始まるが．その汝公表きれたもの

としては，徳重（1925，1933），西田・茅16｛（1956），ほぼその再録ではあるが西田・茅原・溝田（1969）な

どがある．この他未公表の資料として，石油関係の公団や会社などによるものも多数あるが，本地域の地質

に関する現在の知見は，主として西田・茅原による見解で代表されるといえよう．

　韮者らは，今回この地域の地質調査をする機会をえた．西田・茅原の報告以後101ドほどの間に，スカfラ

イン，シーサイドラインなど観光開発で好露頭が急激にふえたこともあって，従未のものとかなり異・）た見

解をえたので，ここにその結果を報告し皆様の御玖示，御批判を仰ぎたい．なお，今回は．Eとして増序を中

心に述ぺ，火山活動の詳細については，新津汕田地域とあわせて別に報告する子定である．

　本報告をするにあたり，常日頃瑚旨導，御鞭遠を戴いている新潟大学西m彰一先生に心から御礼申上げる

と共に，退官後も益々御壮健で，いつまでも我ぐを御指導下さらんことをお願い申上げる次第である．

地質について

　1　地　質概　観
　本地域の地質の概要は表一1に示した．

　本地域は，地層の発達状態より大きく次の4地域にわけることができる．

　1．弥　彦　山　塊

　角海浜一樋曾山庭道付近より南の，多宝山・弥彦山・国上山などを中心とする山地を指し，東山麓の一畠；

で，竹野町層，魚沼層群，扇状地・崖錐堆積物などで覆われる地域もあるが，主として弥彦層群の砕屑岩，

火砕岩，玄武岩，流紋岩，粗粒玄武岩などから構成さ，れ，岩質の上下側方への変化が著しい地域である．

　構造は全体が南北ないし北北りξ一南南西の方向性をもち，東山麓で弥彦市街を通る1本の背斜軸が三ξ．。て

いて，その束翼はすく・平野下に没するが，西翼では広く海岸までほぼ一様な西への単斜構造を示す．また，

本地域南端にも南から延長する背斜軸が1本存在する．

　2．角　田　山　塊

弥彦山塊の北部，角田山を中心とする川地で，主として角m層の火砕岩と安山岩から構成され一一部に砕屑

岩を伴う．

卓坊潟大学教育学部地学研究室　　口折倒大学教養｛£地学教室　　脚．祈潟大学理学部地質延物学故室
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表一1地質層序表

7｝　　　　　　n
時代

訴潟集

W準¶序 嚇　　　　序
堆　柏　　岩 火　成　　岩

舗匿 沖積層 沖　’積　　層

i丘堆積物層

忙安‘i流真撤
t・・1萎紋戊蓼武胃山岩岩武

｣信信§岩「｝岩岩岩床

第　四　紀

洪積層

｛二　筒　府
〔主〕砂梢

k娼砂酬砂・泥互層

佐渡小屋府 （圭〕梱桔泥岩

灰爪層

鮮　新　世

？

西山層

聞三1　角田眉
〔主〕1馬色泥岩

k刻砂書・泥冒｝住按U浩W

@閥　　　火降岩
惟谷層

？

〔主〕‘シ岩詫岩

@1斑?p硬岩
中　　新　　世

弥彦層群 椎谷晴

間瀬府 （罐瓢還烹脈 ⑪

1

寺泊府

言自　層 玄武岩灯火‘桔

ｬ貝岩賞火日9
七谷府

観音寺層
住）流貝湘火‘糖

dw虹討
k貞｝玄武拍火“宕

　構造はほぼ南北の方向性で，角田11順付近と西山麓部に2本の背斜軸が存在する．

　3．峯　岡　丘　陵

　角田山束山麓部に接する低‘ドな丘陵地を指し．北北東一南南西の走向，束傾斜の単斜構造で発達する竹野

町層を基盤として，水平～緩傾斜で，魚沼層群の仁箇層が不整合で覆う．．
　　　や　　はオ
’4．矢　作　丘　陵

　弥彦線矢作駅付近の沖債平野中に独立して存在する低平な丘陵地で，一般に緩傾斜の魚沼層群が発達し，

丘陵南部でこれが段丘堆積物により覆われている．

　ロ　地　質　各　説

　1．新　第　三　系

　イ　弥彦層群（再定義）

　西田・茅原の命名したものとほぼ一致するが，対比については，西田・茅原が木層群に含めた津川層上部

を除いて，七谷層より椎谷層にいたる一連の地層であると再定義する．

　i観音寺層（再定義）

　何田・茅原のいう，弥彦緑色凝灰岩層，観1†寺硬質頁岩凝灰岩互層と，樋曾硬質頁岩層のうち雨乞lll付近

より南部に発遠する部分は，岩質および構造上何ら相違が認められなかったので．これらを一括して観音寺

層と命名した．模式地は，雨乞山南部のスカィラィン道路沿いの露頭とする．

　本地域の最下部層であるため下限は明らかではない．上位層との関係は．寺泊層に整合に覆われるが，そ

の間は漸移しておりその境界はかならずしも明確には引きえない．一応雨乞山付近より南部では，硬質頁岩

や泥灰岩のなくなる所，これより北部では，南部の境界と同層準の玄武岩熔岩，同質凝灰角礫岩の上限をも

って境界とした．

　岩質は，塊状またはやや層理を示す，緑色，・白色，灰黄色，青灰色など種々の色調をもった流紋岩質凝灰

岩・同質凝灰角礫岩と，府理明瞭な灰色硬質頁岩を主とし．その中に数枚の流紋岩熔岩，更に2層準．すな

わち最下部に近い弥彦競輪場付近で枕状玄武岩熔岩，最上部にあたる弥彦山西斜而で枕状玄武岩熔岩と礫径
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　の大きな同質凝灰角礫岩をはさむが，これらはおびただしい粗粒玄武岩岩床により貫入を受けている．本層

　中の凝灰岩はペントナイト化｛乍用を受けており，とくに観音寺周辺で著しい．また玄武岩，同質凝灰角礫岩

　は変質を受けている．

　　各種岩石の分布状態は複雑で，多宝山北斜面，多宝IUおよび弥彦山東山麓では流紋岩質火砕岩に富むのに

　対し，雨乞山周辺，国上山西斜面では頁岩と流紋岩質火砕岩がほぼ等量になる．また多宝山，弥彦山頂の周

　辺はとくに火山岩類の活動が活発で，束111腹では頁岩，火砕岩中におびただしい流紋岩熔岩．粗粒玄武岩岩

　床をはさみ，大きな互層状を呈している．同じく西山腹ではきわめて厚い粗粒玄武岩岩床が数枚☆入し1頁

　岩はその間にわずかに分布するのみである．

　　本層は，層位的位置，岩質からみて七谷層に対比されると考えている．

　　ii寺泊層（大村，1927命名）’

　　本層は，西田・茅原の寺泊黒色頁岩層と，大野段一雨乞山付近より北部に発達する樋曾硬質頁岩層の最上

　部（闘瀬層に含められる）を除いた部分を一括したものにほぼ相当する．両層は培位的にみて上下関係・こあ

　るのではなく，同一層準と考える．

　　岩質は，大野｛責一弥彦山頂付近を境に南部と北部で大きく異なる．南部では野積海岸より東側へ山稜部近

　くまで分布し，主として砕屑岩より構成される．すなわち，層理明瞭，一般に風化すると小角片状にわれる

　黒色頁岩を主とし，灰白色泥灰質頁岩，灰色凝灰質砂岩，灰白色流紋岩賞凝灰岩をはさむが，従来より慣例

　的に模式地とされている大河津分水入口付近では，黒色頁岩，灰色泥灰質頁岩と灰巴凝灰質砂岩の有｛P互層

　となっている．とくに厚い凝灰岩は，宮下・三梨（1974）のいうFa，　Ka．　Nz凝灰岩3枚が認められるが．

　後二者は本地域で鍵柑として有効である．

　　北部の本層は，石瀬峠一弥彦山の西斜面中腹より海岸近くまで分布し，火山活動の産物を主としており，

　模式地を崖松に流れでるかつて銅山のあった沢すじの露頭とする．

　　岩質は，枕状玄武岩熔岩，同質火Ill角礫胃，伺質凝灰角礫岩を上とし，次いで流紋岩熔岩，杜巴を帝びた

同質凝灰角礫岩，同質凝灰岩が多く，わずかに硬質頁岩，黒色貞岩を倖う．またこれらを☆いて，おひただ

　しい粗粒玄武岩岩床が存在する．

　　本層および観音寺層に含まれる玄武岩熔岩，同質火砕岩と，後で述ぺる間瀬楢に含まれるそれとの聞’こは

差異が認められる．一般に前者は変質度が商く青灰色をとることが多く，また火砕岩の場☆礫径が大きいの

に対し，後者は変質が弱く，火砕岩の礫径は小さい．前者を弥彦型玄武岩，後者を間瀬型玄武岩と命名す

　る．

　上位庖との関係は，南部では国上山の南で椎谷梧に整合で覆われるが，その聞は漸移しているため境界は

人為的に引かざるをえなかった．北部では間瀬層に整合に覆われる．その付近で祖粒玄武岩の貫人があるた

め明確ではないが，一応弥彦型玄武岩の上限，および問瀬型玄武皆の下限をもって境界とした．

　Hi間瀬魁（再定義）

　西田・茅原のいう樋曾硬質頁岩層のうち，獅子鼻付近より北の最上部の部分と，問瀬玄武岩層に対し問故

層と命名する．模式地は問瀬本村周辺とする．

　弥彦山塊北部，五ケ峠一聞瀬峠を結ぶ山稜線の西斜面中腹より海岸までと，高屋から蜘子ケ鼻付近の海岸

沿いに盆状構造を形成して分布する．本層も火山活動の産物を主体とする地層である．

　岩質は・黒色～黒継の玄武岩質凝灰角婆岩パ瀕火山礫凝灰岩．灰白色～緑灰已の厨傲岩雌灰角礫

岩．同質凝灰岩など火砕岩を主とし，更に枕状玄武岩、石英安山巻流紋岩，真珠岩などの熔岩，黒巴頁岩

などを伴う・粗粒玄武岩岩床が貫入しているが，最下部付近を除くと観音寺層，寺泊層に比べて旦的に少く

なる・また玄武岩質岩石中には空隙が多く．それを充填してフソ石頚を主体とする鉱物が多量に含まれてい

る．｛SH蕗姑2u釦d　KAWAKAM！，1967）．

　本冠と圭位の角掲層との累重斑係について，西田・茅原は両層が樋曾断層で接しているため明らかでない

と述べている坑今回の離で・シーナイドライン五ケ浜賎道南q喘頭で両層の不整台関係がほぼ確認さ

れた・樋葺斯欝の存在は撞違いないが・これが西田・茅原のいうような弥彦山塊と角田山塊とをわける重要
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な断層とはいいがたい．

　本層には黒色頁岩をはさんでおり，層位的にもおそらく寺泊層上部に対比されると考えられる．

　iv　椎谷層（大村．1927命名）

　本層は，本地域最南端国上周辺にのみ発達しており，西田・茅原の国上凝灰質砂岩泥岩互層に相当する．

　岩質は．一般に暗灰色頁岩と風化して黄褐色で陶汰の良い灰色細粒砂岩の互層から構成され，上部ではそ

れらに加えてr尼白色中粒砂岩，その砂岩を基質に大豆～親指大の円礫を含む礫岩をはさむ砂岩がちの互層と

なっている．

　上位は竹野町層に覆われるが，その間の関係は確認できなかった．しかし構造は調和的である．

　ロ　角田層群（西田・i茅原，1956命名）

　i角田層（名称変更）

　本層は角田山塊を構成する地層で，西田・茅原の角田火山岩層に相当し，模式地は越後七浦海岸崖とす

る、

　岩質は．安lll岩熔岩，同質凝灰角礫岩，同質火lll角礫岩，同質火山円礫岩から構成される．熔岩は主とし

て角mlll頂を沌る南」ヒ方向の背斜軸の中核を占めて分布する．その西側，角田山西斜面は，やや層理のある

黒色，風化1．て黒禍色の火山角礫岩，凝灰角礫岩など火砕岩を主とし，塊状熔岩，自破砕熔岩，火山円礫岩

をはきむ．培7｝で一部枕状構造をもつものがある．また東山麓部では火山円礫岩が多く，時に熔岩も認めら

れる．

　上位の竹野町層との関係は，稲島付近で角田層の安山岩，火山円礫岩が竹野町層中にはさまれることか

ら，角田府全体としては竹野町層の下位に位置するが，一部は同時異相である．

　本照は，竹野町層との関係から，上部は西山層に対比されると考えられるが，下部は椎谷層に相当する可

能性がある．

　ii竹野町層（名称変更）

　本層は西田・茅原の竹野町泥岩砂岩互層にほぼ相当し，峰岡丘陵．福井一五ケ峠問の道路すじ．石湊付近

に分布する．

　旅岡丘陸では，本層を不整合に覆う仁筒廟の基盤として広く発達し，岩質は塊状灰色泥岩および同泥岩と

嘆色細粒砂岩または巾粒砂岩の互層から構成されるが，泥岩部と互層部との問に上下関係は認められない．

　福牛一1｛←峠問の本層は角田府を調和的に覆っていて，凝灰質シルト岩からなり本層の最下部に当る・

　石湊付近では分布が狭く，上限は仁筒層に不整合で覆われるため明らかでない．一般に下部は灰色凝灰質

細‡妬川号と伺質泥岩の砂岩がち互層で灰白色凝灰岩の薄層をはさみ・上部は灰色泥岩を主とし砂岩をはさむ・

　木層は岩質的にみて西1［岬｝に対比されるが，西川・茅原のいうような浜忠互層と西山泥岩層に2分するの

は無理のようである．

　2．第　　四　　系　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　イ　魚　沼　層　群

　笠者らは，魚沼層群を岩質により下位の佐渡小屋層と上位の仁箇層に2分したが’これらが累層・として独

立するかどうかについては本地域では明らかでない．本層は，従来峯岡層と呼ばれていたものに相当する・

　　i　佐渡’」・屋府（斬称）

　本地域に発達する魚沼層群中，泥岩を主体とする地層に対し佐渡小屋層と命名した・矢作丘陵に分布し・

井川付近を模式地と＋る．岩質は，やや層理を示す半圃結泥岩から構成され・クルミ・エゴなどの植物化石

と淡水貝化石を産出する．下限は野外では露出していないので明らかではない・

　ii仁筒府（新称）
　士地域に発達する魚沼層詳中，砂層．砂礫層など粗粒岩を主体とする地層に対し仁箇層と命名した・峯岡

斤陸，乍作丘陵．石i室付近に分布し，模式地は峯岡丘陵仁箇部落の西とする・峯岡丘陵・石湊付近では・竹

野町府の上位に｛生渡小里層を欠いて直接不整合で覆い，矢作丘陵では佐渡小屋層の上位に整合でのる・

　岩質は，全休として未凝固の中・粗粒砂を主とするが，泥層を一部はさむ．また・矢作丘陵では砂・泥互
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層の部分もあり，石湊付近のものは砂礫層に富んでいる．

　　ロ　段丘堆積物層

　矢作丘陵南部で佐渡小屋旭，一部仁箇層を不整合に覆って発達する．基底礫層の上位に砂層，最上位に赤

色を帯びたローム質層がのる．

　ハ　扇状地・崖錐堆積物層

　弥彦山塊東山麓の石瀬一弥彦一矢楯にかけての広い範囲に，扇状地地形を形成して発達する．

　3．火　成　岩　類

　イ　玄　　武　　岩　　、

　玄武岩は，弥彦層群の地層に伴って産出する．従ってその分布は同層群の発達する弥彦山塊に限られる．

熔岩については，すでに弥彦層群の項でふれたようにほとんどが枕状構造を呈しており，今回の調査では観

音寺層中に2層準，間瀬層で4層準が認められた．最上部の層準，間瀬本村付近に発達するものは変質が弱

いが，他の層準のものは変質を強く受けており，一部では鉱化作用も受けている．

　岩脈はいずれも小規模なものである．

　ロ　安　　山　　岩

　安山岩は角田層中に産出するので，その分布も同層の発達する角田山塊に限られる．熔岩は越後ヒ浦で認

められるように，一部枕状構造をなすものがある．

　岩脈はいずれも小規模である．

　ハ石英安山岩
　間瀬サーキット場付近，およびその北部海片2付近の間瀬層に熔岩として存在する．

　二　流　　紋　　岩

　流紋岩も玄武岩同様弥彦層群に伴って産出するので，その分布は弥彦lll塊に限られる．賠岩は規音寺層，

寺泊層上部，間瀬層下部で発達する．

　岩脈は弥彦山塊山稜部およびその東側に多く分布し，とくに大きな岩体として，国上山，雨乞山，多宝

山．弥彦スカイライン七曲り，岩室西部，樋曾西部のものがあげられる．

　ホ　真　　珠　　岩

　真珠岩は浦浜北部獅子ケ鼻付近の間瀬層下部中に存在する．

　へ　粗粒玄武岩
　粗粒玄武岩も．すでにのべた玄武岩や流紋岩同様，弥彦層群の分布する弥彦山塊地域にのみ分布する．大

小のおびただしい岩体が存在し．とくに弥彦山塊山稜部およびその周辺，，観音寺層上部から寺泊層ド部にか

けてその面積の大部分を占めて貫人している．まだ詳しく検討していないが，層準によって変買の程度に庄

が認められる．産状はその大部分が岩床と考えられ，岩脈は小規模で少ない．

お　わ　り　に

　以上，弥彦・角田山周辺の地質について，主として層序を中心にのぺた．まだいろいろ問題点があり，と

くに角田山については検討の余地が残されている．今後も機会あるごとに調査を続けてゆきたいと考えてい

る．
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Geology　of　the　Yahiko・Kakuda　Mountainland，　Niigata　Pref㏄ture

Takehiro　SHIRAI，　Karyu　TsuDA，　Kazuya　CHIHARA　and　Yoshiyuki　HAsEGAwA

（Al，ド抽ct）

　　　　The　Neogenc　systcm　of　the　Yahiko・Kakuda　mountainland　is　rich　in、・arious　kind　of　volcanic，　intrusi、’e

and　pyr◎clastic　rocks，　in　which　are　included　basalt，　andesite，　dacite，　rhyoliteand　their　pyr㏄lastics　and　doler－

ite．　The　volcanic　and　pyroclastic　r㏄ks　are　inte而ngering　with　the　shales　and　sandstones　of　the　Nanatani．

Tぐradnmari，　Shiiya　and　Nishiyama　stages．　The　volcanostratigraphy　of　this　area　may　be　an　important

standard　in　the　Neogene　system　sediments　of　the　Niigata　basin．　NlsmDA　and　C削闘ARA（1956）fomerly

repnrted　the、・olcannstratigraphy　of　this　area．　In　the　present　paper，　we　describe　the　restudied　resuns．

cspecially　the　geographical　and　stratigraphical　distributions　of　the　、◆olcanic　materials　in　relation　to　the

clastic　sediments．

　　　Some　important　results　are　as　follows：

　　　1．The　Yahiko　F。mation　hitherto　considered　to　be　the　lower・most　horizon　and　correlated　to　the

Tsugawa　Formation，　represents　the　contemporaneous　heterotopic　facies　of　the　Kannonli　Formation　of

the　Nanatani　stage．

　　　2．　The　large　part　of　the　mso　Ilard　Shale　Merllber　is　includcd　in　the　Tcrad‘，mari　Formati《m．

　　　3．　Five　basa旧ayers　are　developed　in　the　strata　underlying　the　Maze　Basalt　Member．

　　　4．　The　lower　part　of　the　Kakuda　Formヨtion　hitherto　correlated　to　the　Pli㏄ene　Nishi｝・ama　Formation．

is　possibly　included　in　the　Shiiya　Formation．
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